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戦後初期教育実践における「総合学習」の一考察
-「城内小プラン」の検討ー
はじめに
文部省は1999年6月3日、新しい学習指導要
領が小中学校は2002年度、高校は2003年度から
実施されるのを前に、それがスムーズに切替わ
るため、教科を越えて広く学ぶ力を身につける
「総合的な学習の時間」が、小 (3年以上）、中、
高とも来春から設けられると発表した。つまり
各校が自由にテーマを選び、児童や生徒の関心
を生かした体験学習など実施して、どの子にも
やる気と自信を育む学習指導が求められている
のである。既に、震災体験を生かした教育活動
で防災教育のあり方を求めて「知識」「行動」
「心」の三つを柱にした総合学習や、子ども時
代より養う「まちづくり総合学習の構想」など
を発表しているところもある①。この「総合学
習」は、戦後新設された教科統合の視点にたつ
社会科の考え方を継承するものであるといえる。
1947年3月、 「教育基本法」を受けて文部省
は、教師に新しい教育を理解さすために「学習
指導要領一般編（試案）」を配布している。そこ
において、 「教育課程は、それぞれの学校でそ
の地域の社会生活に即して教育の目標を吟味し、
その地域の児童青年の生活を考えて、これを定
めるべきもの」とし、新教育の構想、授業の展
開を各学校の自主的研究に委ねたのであった。
そこで1950年前後には、学校をあげて研究を行
う実践校が現れ、 「民主主義社会の建設にふさ
わしい社会人」（「学習指導要領社会科編」）の育
成をめざして生活・経験主義に基づくカリキュ
ラムの自主編成を展開し新しいカリキュラム構
造を生み出した。その一つの潮流がコア・カリ
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キュラム連盟 (1948年10月発足）を中心として
展開されたコア・カリキュラム運動で、そこで
はコアの内容として社会科を置きその組織化に
関心が集中したものが多い。なぜなら社会科の
指導要領が新しい教育の性格を端的に表してい
たからである。
そこで本研究は、戦後初期に社会科を中心に
実践研究を進めた岸和田市立城内小学校を取り
上げ、同校が作成した「教育課程」（「城内小プ
ラン」）の成立過程と展開を明らかにするもので
ある。城内校を対象とする意義は、まず近畿に
おける新教育の実験学校に選ばれ、五万三千石
の伝統が無言の力としてあった岸和田市のいわ
ゆる「エリート校②」とはいえ、市内のみなら
ず府下各校の先頭に立ち公開研究会を開いて新
教育の指導的役割を果たしたことである。また
それとの関わりで、地域の人達と「地域ぐるみ」
で新教育研究に取り組み、そこで教師一人ひと
りが創意と主体性を発揮したからである。つぎ
に「城内小プラン」をコア・カリキュラムの一
例として取り上げる理由であるが、それは学校、
社会の生活課題を中心に据え児童の主体的な問
題解決学習が確保されるような単元を組んでカ
リキュラムを編成したことで、その「単元学習」
の評価が特に必要であると考えるのである。
1. 新教育の実験学校として
軍国主義の復活に強い警戒心をもっていた占
領軍は、通達を出して軍国主義一掃と民主教育
の実践を各学校に指令した。そして当時は、占
領軍の教育担当官が、．そうした通達が遵守され
ているかどうかを視察するためジープで各学校
を訪れる姿がよく見られた。そうした状況下の
1947年1月8日、城内国民学校に連合軍大阪軍
政部の教育担当官パーカー少佐が突然視察に訪
れた。この日彼は校長と教頭に面談して、 「教
員組合ができてよいと思うか」、「貴校にはラジ
オがいく台あるか」などを質問した。その時の
やり取りが当を得て、結果城内校が実験学校に
選ばれることになったので、当時の教頭ニノ井
所重郎の回想によって、長くなるがここに紹介
しておく。
「パーカーは模造紙にかいた二つの絵を見せ
た。 『これが今日の日本の学校だ』と言って示
した絵は、鼻ひげをぴんと張り、詰襟姿の教師
が黒板だけの教室でムチで児童を叩いており、
他の児童は緊張して行儀よく座っている。 『こ
れが現在のアメリカ教育の姿だ』と言って示し
た絵では、児童は五、六人ずつのグループにわ
かれて、或はトランプに興じ、或は教師と座談
している。パーカーは前者を指して『格子なき
牢獄の雰囲気、これが今日の日本の学校の有様
だ。あなた方はどちらがよいと思うか』と尋ね
た。教頭は『答える前に一言いいたい。こんな
ことはどんな山奥の学校でもやっていない。一
辺見て来てもらいたい。第一次大戦以降、素材
の点は別として教育方法は生徒中心主義になっ
ている。戦時中もそうだった。今更これが日本
の教育だといわれるのは片腹痛い』と言った。
そしてパーカー少佐をグループ学習のできる理
科室に案内した。パーカーはアメリカが持った
情報の誤りに気づいたようであった。パーカー
は城内校の今日迄の教育がどうであるかと尋ね
た。男女教育、健康教育、能力別指導が三つの
重点であるとの答に満足したらしく、それを文
書にして明日持参する様にといった。一月十五
日迎えの車で校長と荒本訓導は京都烏丸通りの
大建ビルに案内された。ここに連合軍第一軍団
の本部が置かれていたのである。この日近畿各
地の教育担当の軍政官は、それぞれ担当の府県
から選んだー校ないし三校の国民学校の教員に
付き添ってここに集まった。マッカーサー司令
官の教育顧問七人がこれに出席したが、これが
すべて女性であることは各校代表にとって印象
的であった。五0歳を過ぎているかと思われる
年輩のカーレー博士がスビーチを行った。開口
一番『どこの国を調べても女が男に劣っている
というデータは一つもない。男女は同等であ
る』と述べた。そしてコミュニティ・スクール
という概念を説明した。あと各校代表それぞれ
の経営方針、ことに終戦後今日までやってきた
努力について説明させたが、城内校は先日パー
カーに答えた三原則を話した。その中で『児童
の健康を第一と考えているが、それには校下住
民全体の健康診断が必要と思うのでそのための
諸道具を貸与たまわりたい』「住民が常着のまま
気がねなく出入りできるような雰囲気の学校に
したい』と強調したところ、 『常着のままで』
というところで顧問団は手をたたいて喜んだ。
『ジョーナイ・ベリーグッド』というのが顧問
団の評価であった」（『岸和田市史』）
こうして実験学校の指定を受けたのであるが
そこには敗戦の虚脱状態から逸早く脱け出そう
とした前向きな姿勢を見ることが出来、その教
育報告が当時としては軍政部に注目されたので
あった。なお後日通訳によって判明した城内校
の実験学校指定への決定的理由は、 1.地域が
戦災を受けていない、つまり適当なコミュニテ
ィをもっている、 2.環境にめぐまれている、
3. 父兄の教育的関心が高い、 4.すでに民主
教育への歩みを推進しているの四点であった。
1946年 1月15日、城内校は他の実験学校と共
③ に 、近畿実験学校協会 (KinkiTryout School 
Association)をつくり、下程勇吉教授指導のも
とに月例研究会を開き、講演をきいたり、実践
報告を交流し合ったりした。学校へは軍政部か
ら毎月視察があり、学校からは教頭が毎金曜日
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に軍政部へ経過報告に出向いた。また学校でも
軍政官アンダーソンの講演「ジョン・デューイ
のプラグマティズムについて」(1947年6月）を
聞いたり、映写機が持ち込まれてアメリカの学
校教育が紹介されたりする中、学校をあげての
研究体制をとり、とにかく「低下した児童の体
位の向上をはかり、荒れ果てた校舎を復興す
る」ことから始まった城内校は、下程教授によ
れば「地道にまじめに新教育の道」を歩み始め
る。市でも「放送設備その他観賞用レコードな
ど」（『岸和田市議会議事録』）に、 1946年度の追
加予算四万円を計上し援助している。その際、
月例視察に訪れる軍政部との間にうみだされた
大きな成果があった。ある日昼食に麦飯と沢庵
を供したところが、児童や教師の食糧が不十分
であること、又学校と父兄との繋がりの話にも
及び、そこから占領軍の指導のもとに城内校に
PTAの結成（全国で最初）と給食（府下で最
初）が早期に実現したのであった。
2. 教科並列から社会科中心へ
新学制が発足をみる1947年4月にはいると、
「学習指導要領社会科編（試案）」(5月）で一
応の基準が示されて、城内校における新教育実
践の実質的研究は、学習指導要領に示された目
標や各教科の内容をどのように学習させようか
という観点から、とくに新教科「社会科」(9月
開始）を中心として始められる。それには、ま
ず社会科の教育計画を編成することが必要だと
考えられて、 「一月から三月までは乏しい資料
と実験的な学習指導の紹介を持ちより進む」な
か、城内校は新学期を迎えて「とにかく本校の
実体に即した一年間の計画」を作ったのであっ
た。それは「この計画に基づいていろいろな実
験的学習指導を行いつつ検討を加えてより研究
を重ねていきたい」（『実験記録第一集』）といっ
ているように、試案であった。その作業単元の
一例をあげると、一年（私たちのお庭• お節句
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・強い子）、二年（学校• お使い・つゆ）、三年（種
まき・七タ・水泳）、四年（物の利用工夫・岸和
田港・ニ百十日）、五年（私達の研究• 発明と発
見・選挙）、六年（都市と健康・山と川・仕事を
能率的にするにはどうすればよいか）と社会の
問題、日常的なトビックや行事また地域的な問
題が単元としてとりあげられ、これを基にそれ
ぞれの学級において新しい指導方法や学習形態
が模索されていくことにある。
従って、 1947年度新学期の城内校（学級編成
は全学年平均児童在籍数46名、 22学級共に男女
共学編成）のカリキュラム構成は、文部省指導
要領一般緩に示された教科課程表との間に時間
配分にほとんど差がなく、国語・社会・算数・
理科・体育・美術・音楽・家庭・自由研究、選
択教科として音楽・文芸・農業・英語が高学年
にプラスされたもので、指導要領に忠実な教科
課程といえるものであった。ところが1947年6
月から1948年2月までの実践記録をまとめた
『実験記録第二集』に、 「カリキュラムを改正
した」教科課程表が掲げられることになる。そ
れをみると大きく中心（社会科）と周辺の学習
に区分され、社会科は各学年の授業全時間数の
中で中心的に扱われている。
学年 1 2 3 4 5 6 
国語 5 6 6(3) 7(6) 6~7(5) 6~8(5) 
社会 4 4 5(10) 5⑪ 5~6⑫ 5~6⑫ 
算数 3 4 4③ 4~5④ 4~沃 4~5④ 
理科 2 2 2 3② 3~4. ② 3~4② 
音楽 2 2 2 2~3② Z~3② 2~涎
図工 3 3 3② Z~3② 2 2 
家庭 3② 3② 
体育 3 3 3 3 3 3 
帥眈 Z~4 2~4 2~4 
これは社会科のもつ基本的な性格を実践的に
突き詰めていった結果であった。つまり社会科
は「学問の系統によらず、青少年の現実を生活
の問題を中心として、青少年の社会的経験を広
め、また深めることである」（「学習指導要領社
会科編3頁」）というその性格にあった。その問
題解決に必要な知識や技能が教科の別なく取り
入れられていたのである。 4月から教科並列の
中で行われた城内校の社会科作業単元の実践は、
カリキュラムの改造をせざるを得なくなり、結
果「城内小プラン」は、社会科の方針をより充
実する過程でしだいにその輪郭が明らかにされ
ていったものであった。
3. コミュニティ・スクール建設
1947年度の研究テーマは、 「コミュニティ・
スクール建設について」であった。そこでその
目標を「児童の家庭の生活改善に役立ち、校下
社会の進歩発展に貢献すること」と掲げ、 「地
域社会と連携を保ち、郷土の諸施設を活用して
児童の身近な問題を解決するための実践力を培
うべくコミュニティ・スクールの建設を推進す
る」（『研究のあゆみ』）べく、その実践活動は子
どもの自主的活動をねらって活発になっていく。
まずクラスは次々に遠足を行った。郷土の理
解を深めるために低学年はお城の天主台に、高
学年は山に登って教師を囲んで楽しい半日を過
ごし、眼下に見える自分達の町をながめて話し
合った。そして児童はいろいろ教師に質問を発
した。しかし教師は多くは語らない。遠足から
帰ると児童は教師から得られなかった答を自分
達で見出すための仕事にとりかかる。正確な町
の模型を作り、教室において学習を続けた。或
グループは町の鉛筆工場へ、或グループは港へ
と出かけ、郷土の理解を進めると共に社会の欠
陥を見出していった。また城内校では各グルー
プの研究物は紹介しあう事に約束されていた。
児童は作ったものを廊下や階段に張り出し紹介
し、さらに互いに工夫が重ねられ展覧会や参観
日に展示した。
もちろん教師達の間では、児童に郷土のどん
な事を理解させるべきか、どんな方法で理解を
助けるかが研究されていた。まず児童が社会に
目を開く第一歩として、現実の社会生活の中に
ある種々の相互依存関係と人間の基本的生活欲
④ 求に根ざす社会機能とを明らかにし 、そこか
ら児童に理解させる事項として、①自然環境の
利用、②過去の認識、③仲良く生活する、④理
想を交換する、⑤生計を得ること、⑥市民たる
ことに預かる、⑦健康と安全、⑧家庭生活を改
善する、⑨教育の確保について、⑩宗教的必要
に応ずる、⑪美を楽しむ、⑫休養と娯楽の 12 
項目を選んだ。これは、後に「城内小プラン」
のスコープとなるものである。そして理解を助
けるために、（イ）文書の材料、（口）視覚教育、
（ハ）見識ある人を招く、（二）面会に行く、（ホ）
野外研究、（へ）調査、旅行キャンプ、（卜）奉仕、
経験、（チ）実行などの学習活動が考えられた。
この社会科研究に基づいて城内校は公開研究会
を開き、各教師はそれぞれの学級でモデル授業
を行った。こうした実践活動は「城内小プラン」
編成への前段階にあたるものであった。（『実験
記録第二集』 1948年）
地域の生活課題を解決する学習を中心に展開
する一方、学校は地域社会と密接な連絡を保っ
た。例えば、雨の日雨で遊び場を失った児童た
ちはおばちゃん (Kさん）の家へ出かける。漫
画、蓄音機、お話の会……いろいろな遊びのた
めに家を開放して下さる。こんな人は各町に 5
人程いた。また好きな玩具を自分達で作って楽
しめる便利な家「町の工作室」を解放してくれ
るモートル店、また鋏の磨ぎ方、金工に必要な
技術について、父兄でその専門の人達が教師や
児童に講習に来てくれた。さらに校下の医師（身
体検査や治療に協力） ・先輩医学生（児童の検
便無料奉仕） ・PTA (学校美化に市費増額）
・卒業生（レクリエーション公開）などの職能
奉仕が学校に対して始められた。さらに校下の
施設、お寺（おとぎ話の会場） • 町の会館（郊
外クラプの集会場） ・図書館・病院・ （児童の
治療と休養） ・教会などが開放されている。こ
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のように城内校では地域と学校の協力態勢の下
に地域の課題解決に資するような児童を育てよ
うとしたのである。
さらに教科課程の学習時間の外に毎日自由時
間を設け、そこで子どもの個性と自発性に即し
た自由な学習を展開することを狙った。さらに
生活指導面においてクラス自治会、学校自治会
が組織され、学校内における秩序を児童の手に
よって築かせた。子供百貨店では紙屑の散乱や
無駄使いをなくすため文具と紙屑の交換をし、
浪費をなくすために子供郵便局が設けられた。
⑤ また子供クラブを組織し 、児童自身の趣味を
活かせる途を考えた。 「自由研究」という形で
クラブ活動が行われ、文芸・科学・音楽・英語
の各クラプに五年生以上の児童が参加し、新教
育実践活動は、その後の新教科の実践研究を進
める上で、その方向を考える手がかりを教師に
与えたのであった。この頃の一日の生活プログ
ラムは次のようになっている。
◇ -B生活一例 学習計画表 二月二週六年四組
? ?
木
?
火 1 月
由間
???
?
9. 00 
10. 20 鴎
罪習、
ヽヽ、
1 UO I昼飢帥晴 J,;ドは＂会を珂鮒するための ,.vnと
"・00 
'1t習／‘
11.ZOI ----」．余咤をどう使うかのI夫と実註のための時間帥睛
15.ZOJ~ 会(])A が開知．—・スポーツ布応の研究
4. 社会科中心のカリキュラム編成
(1)カリキュラムの核となる単元学習の設定
1948年度に入ると日本の教育界にはコア・カ
リキュラム論が登場し、何らかの形でコアプラ
ンの実践に着手している学校は百校をこえる状
態であった。 KTSAにおいてもコア・カリキ
ュラムの問題が議題に上がり、構成とその手続
きが紹介された。 2月には城内小学校において
海後勝雄、馬場四郎を講師に招きコア・カリキ
ュラム連盟結成記念講演会が開かれ、府内はも
とより他府県からも合わせ参加者は数百名に上
った。
ところで城内校ではコア論については、 「そ
の本質や真意がよく消化されず歪曲されたりし
て結果少なからざる行きすぎの面もあったり、
方向には賛成だが現実が之を許さないとの意見
もある、又学力低下問題から真の学力とは一体
何をさすか、子ども達の能力の最小必要量を如
何にカリキュラムに組入れ身につけさせるか等
をめぐる論争が至る所で展開される」状況下、
「我校に於ては先に構成実践しつつある新カリ
キュラムの検討があり、何とかして社会科を自
分のものにしたいと研究と実践が繰返され、社
会科がわかりかけてきた、そうした状態から一
足飛びにコア・カリキュラムに変転することは
容易な事ではない。然し社会科をよりよくする
ためにこのカリキュラム構成によってみたらど
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うか」（『研究のあゆみ』）という態度で臨んだ。
あくまで社会科を充実する立場をとった城内
校は、カリキュラムの編成法としてスコープと
シーケンスを用い、前述した如く社会機能をと
ってスコープとし、シーケンスはアメリカの例
を参考、一年…学校と家庭と近隣の生活、二年
…近隣を中心とする社会生活、三年…郷土の生
活（自然と人間との関係）、四年・・・過去が現在に
どのように生かされているか、五年・・・現代の生
活に発明発見がどのように生かされているか、
六年…世界とのつながりある近代生活がとられ、
二つを組みあわせて作業単元を設定した。
一年 二年 三年 四年 !i.年 六年
l学校 l近所の生Ii!l町と田舎 1墓稟の発i1環代の領菜 l臓誡生雌
2友だ92お百姓さん 2たぺしの 2交通運輸02消贄生活 2貿易
角連
3賓属 3酬店 3動物と駄3臥違の町g3自治と政治3通信の籍退
たら 用違
4譴讀t4町の人々の4111物と私 4環代の商項 4我国と関係
生活 仕事 たら の課い国々
5濾土の交 5交通逗輸 5近代生活
遁運輸
6譴康と渾生
烹安
ところが、その単元学習について『実験記録
第三集』(1949)に、 「どのように単元をつくつ
てみてもうまくいかない。子供は動かないし、
予定した単元の半分もやれないで終わってしま
う。無理が多くて学習は空転するばかりであっ
た」というような苦悩が述べられる。即ちこの
単元を基にしてより効果的な単元を生み出すた
めに、 「城内小プラン」作成までには更に実験
を通じ検討と反省が加えられたわけである。
(2)単元の展開のしかたについての反省
学習活動展開の段階として、 (1)問題の発
見（動機づけ解決のための計画）、 (2)グルー
プによる作業（討議→調査→実験→作業）、(3)
問題解決（結果が集められ結論を見出す）、(4)
評価の4段階がとられるが、展開の中に作業→
問題発見→解決→一斉指導→作業→討議と、変
化ある方法が展開している場合は児童も興味を
持ち、生き生きとした学習を進めることができ
るが、どの学習もこういう方法をとると形式的
な学習に終始することになる。また作業させる
ことに捉れると、作業中におこる問題の解決を
忘れることもある。例えば、 「ごっこ」遊びを
行う場合、教師が世話をやきすぎると行動作業
過程はスムーズに行われるが、児童は問題を発
見せずにおわり、意義ある生活経験とならない
ことにもなる。現実に学習が混乱し、目標から
外れた方向に進んでしまったり、教師が計画に
子供を無理に引っ張って生気のない学習が行わ
れたりすることがあった。
そこで城内校は実験の一段階として、計画案
の時間数の学習で単元学習が十分こなし得るか
どうか、他の教科の学習内容をどの程度包含さ
せることができたかどうかを調査した。結果は
低学年では比較的多く単元学習に包含しやすい
が、高学年になるほど困難になる。教師の指導
技術、学科に対する得手、不得手も大きな関係
をもつことがわかった。
つぎに基礎学科はどの程度まで目標に到達し
得るか、基礎学習を単元学習にどの程度包含さ
せることができるかを検討した。城内校では学
力問題云々について、 「今までの常識的な学力
というものを一先ず認め」、それは必要であると
の前提の下に何回か能力調査やテストを実施し
た。結果は高学年になる程成績が悪く学力の差
も大きくなっている。 「単元学習の自発的学習
が一層この傾向に拍車をかけている」とし、そ
こで「基礎学習は個人差に応じた学習を組織的
に行うことが必要である」と反省、要は「基礎
課程を無理に単元学習に結びつけようとしたた
めかえって無理を生じた。基礎的なものは単元
学習に関係なく進展させる方が基礎学習の効果
をあげる上に必要である」と判断したのである。
この時点においてコア学習に対する基礎課程の
あり方が方向づけられたのであった。
結果改正が加えられた。即ち単元学習の内容
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を整理して、 (1)実際出来ないもの児童の関
心の薄いもの等について学習内容をできるだけ
少なくした。 (2)学習活動の目標を明確にし、
展開が計画通りにいかなくても目標達成のため
に他の学習活動を選択する便宜をはかった。
(3)作業の発達段階を考え時間の無駄をなく
すためにすぐ使える資料記録をまとめた。(4)
教科の内容で取り入れ易いもの、指導に工夫を
要するが入れる必要のあるものを単元学習の中
に入れた。また児童の最も好む学習活動の系列
も考える必要があった。例えば身体的活動が中
心となり、劇化活動や制作活動、各種の研究調
査活動など各学年の分類は次の如くになる。
年 受容学習表現学翌製作学習現場学習凜会学習 総合学習
10. 0 41.3 7. 5 12. 5 l. 7 26. 7 
12. 5 36. 4 28. 6 8.0 13. 8 
19.3 18. 0 20. 7 22.0 5. 2 15. 8 
四 32.3 23. 7 28.3 9.7 2.6 3.5 
五 14. 7 ZS.6 25. 4 20.9 2.8 10.2 
六 21. l 26.71 33.5 14. 7 4.1 
(3)社会課程の充実
各種実験反省の結果、社会科を中心としたカ
リキュラム編成が行われる段階でもう一つの新
しい試み、 「日常生活の指導」が加えられるこ
とになる。学校における児童の活動を観察し、
これを分類し統計表を作って、そのすべてを段
階的に指導することを目的に「日常生活課程」
（季節的な行事、レクリエーション、継続的な
自治活動、健康的な躾）という一つの系統をつ
くったのである。そして共に生活を直接に学習
と結ぶところから、 「単元学習課程」と「日常
生活課程」をまとめて「社会課程」とした。こ
れと同時に別個の指導系統「基礎課程」を立て
た。いわゆるコア学習に対する周辺学習で、生
活の基礎的な系統的な知識、技能に習熟するた
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めの課程である。とくに学力低下を来さないた
め、基礎学力の差を少なくするため「基礎課程
の学習は能力別指導を考え学年を一本として数
個のグループに分けたりして」取り扱った。そ
して「社会課程」との結びつきは、自然に発展
し得るものは適当に関係づけ、強いて関連づけ
ず、各教科をそのままに教材系統に混乱を来さ
ないようにした。最終的に時間数の配分は各教
科の指導内容がどの程度に「社会課程」の中に
含まれるかを考え、それに要する指導時間を各
教科の時間数より差し引いて「社会課程」の時
間数におりこんだ。この「基礎課程」は、低学
年の場合はほとんど中心の「社会課程」と一体
であるが、高学年になるほどその内容が増え系
統性が重視されている。要はできるだけ高度の
統合を図ることが学習原理に照らして望ましく、
それは教師自身の信念と教育技術如何によって
決まることから、教師の創意ある構成と展開に
期待されたのであった。
5. 「城内小プラン」編成
ともかく1949年10月「教育課程』（城内小学校
編）が刊行される。それは「たとえ二元的な流
れと見倣されたとしても現実的により効果ある
方法であったのではなかろうか」（校長談）とい
うように、教師がじかに子どもたちと取組む場
面から捉え、積み上げていった結果出来上がっ
たもので、 「幾多の問題が未解決のまま含まれ
ているが一応の形を整えることが出来た」（『研
究のあゆみ』）のであった。
次に具体的にその学習活動をみてみたい。例
えば三年生の単元「郷土の交通運輸（岸和田か
ら長野へ鉄道をつけよう）⑥」（『カリキュラ
ム』第2号）の活動内容は、一つ一つの活動が
プロジェクトとしてのつながりをもっていた。
この単元の予定時間は15週で、学習の目的は「社
会生活に交通機関はどのような利便を与えてい
るか、又交通機関は自然環境にどのように適応
し、利用されているかを理解し、交通に従事し
ている人々の労苦への感謝協力する態度を養う
こと」であった。
(A)単元の導入
「町と田舎」の単元学習で田舎を訪れた時、
歩くことの不便さを痛感した児童は「何故電車
道をつけないのかな」との話が出ていた。そこ
で、岸和田港から河内長野方面への横断鉄道建
設計画のあることを話し、 「岸和田港からの鉄
道をつけてみょう」と提案、岸和田の模型と大
阪府の地図によって話を進め、岸和田の都市計
画による岸和田港からの横断鉄道のコースを取
ることに決定、実地に踏査することになり、児
童の意見で測量技師にも一緒に行ってもらうこ
とになった。
(B)実地踏査と測量に出かける
どんな坂があるか、どんな所に橋が欲しいか
どんな障害物があるかを調べることにして建設
予定線コースに沿って出かけた。行った各所で
話がはずんだ。＊鉄道がつくと玉葱は河内方面
の人々に一時間以上も早く届くこと、＊一つの
交通線が開設されると他の地方との相互の依存
関係が増すこと、＊山の上に立って昔の岸和田
から今の岸和田への拡がりを考える、＊双眼鏡
には凸レンズと凹レンズがあること、＊川幅の
目測の練習をし、測量技師の実測と比べ、縮尺
を使って地図に書き込む、など多くを学習し、
又唱歌「汽車」を歌って楽しんだ。
(C)工事する
①模型での工事……横6尺縦9尺の大きな模
型をつくる。橋だ、坂だ、その材料を考え枕木
は割箸、レールは電気コードで、駅舎はボール
紙で展開図によって作った。出来ばえに喜び玩
具の電車を走らせて楽しく遊んだが、模型の上
だけでは満足しなくなり、思い切って運動場に
大きいものを創ることになる。
②運動場に作って遊ぶ……構想を話し合う、
予算を立てる、電車・信号機・鉄橋をつくる、
レール作業などを経て、時間表作りに入り作り
方は駅で聞いた。停車時間各駅1分、発車20分
間隔として時速45粁とする区間に要する時間を
生徒は算出、練習して時間表を作った。運賃表
は一粁米1円94銭として計算する。そして電車
ごっこする。さらに駅に発着する物資を調べ、
地図に書いて岸和田との依存関係を見る。
(D)開通式
電車や駅をかざる、黒板に名所の絵を書く、
案内状を書く、報告文（開設した理由・工事の
経過）の草稿をねる、劇のけいこ……等みんな
準備で忙しかった。式は児童が各部署について
始まる。各駅で乗りにくる来賓に駅付近の名称
や物産の送り先、着荷の物資名など、又工事の
苦心を説明して来賓を乗せて電車ごっこをする。
パーティで市長、駅長の話を聞き、そこで事業
報告（草稿）をする。パーティはお茶と菓子で
最後に劇をして来賓を喜ばせる。
おわりに
戦後のカリキュラム運動は近代的市民の育成
をめざして、文部省が各学校にカリキュラム編
成の主体性を認めることから始まった。従って
城内校の教師がその編成、展開に際してどの程
度、子どもの経験を主体とする自主的立場を重
視し得たかどうかが問われるところであろう。
周知のように戦後初期社会科は、 CIEの勧
告にしたがってアメリカの統合社会科及び各州
の「コース・オプ・スタデイ」を下敷きにそれ
を翻案したものである。特にその典型例として
コア・カリキュラムが倉沢剛らによって全国的
に紹介された。そこで「城内プラン」を全体計
画上、コア・カリキュラムと比較検討してみれ
ば、その日本的受容形態としての城内校の特徴
をみることができる。そこには共通点も見られ
るがかなりの相違点がみられるのである。
全体計画の主たる共通点として城内校は、「民
主的な人間を育てあげるためには、民主的な生
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活を体験させねばならぬ。学校生活に於て凡ゆ
る民主的な生活経験のできるよう機会を与える
べきである」と、民主社会にふさわしい実践人
を育成することに目標を置いている。又その目
標を実現するためにカリキュラムの内容が、実
際的な生活の問題を総合的に追求するよう考え
られ、その必要から「中心学習」（社会科）に重
点がおかれた。その中心学習の単元は、一つの
学習プロジェクトであり、実践的、行動的な生
活者が形成されるよう計画されていた。
ところでカリキュラムの編成法として用いた
社会生活の主要な機能をとってスコープとし、
「興味の中心」ないし「経験の領域」をもって
シーケンスとするという手法は、コア・プログ
ラムに特有の方法として考案されたものであり
城内はこの枠組の内に「学習単元」を据えた。
しかし学習課題の設定に当たってスコープ・シ
ーケンス法は生活を一般的に捉えるときに適用
される性格をもっているところから、東大カリ
キュラム研究会が「一定の教育目標があって、
その為に現実の生活とをうまく利用しようとす
るにすぎない」（『日本カリキュラムの検討』）、又
一般に「協調主義」だと批判されるところであ
り、城内校も実体調査の結果を織り込んだ感が
ある。つまり社会科の指導は、 「子どもが出会
う個々の具体的な問題がとりあげられ、それを
子どもが自主的に解決してはじめて時と処とに
応じて具体的な事態によく対処できる望ましい
判断力が形成される」（『日本の社会科をどうす
るかj)のだという学習の展開の根底において弱
点があった。
特に具体的なカリキュラムの内容には相違点
がみられる。それは城内校の『研究のあゆみ』
の中の説明に明らかである。 「中心学習」であ
る社会科は「地理、歴史、公民を並列したもの
でなく、社会の要求から総合し社会のもつ現実
の問題を中心として学習が進められなくてはな
らない」と、社会生活における基本的問題、生
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活問題解決の学習が取り上げられているものの
「また単に子供の生活を中心として融合したも
のでもない」と、 「生活学習一本」で統合され
るものではないという。これは社会科を中心と
してすべての教科を統合し、そこにただ一本の
中心学習を構成するバージニアプランなどとは
明らかに異なる⑦。みてきたように城内校は単
元学習の基礎的能力の養成を目標とする学習と
は別個に独立した系統的な知識・技能の学習を
認めている。戦前からの「エリート校」意識と
の繋がりの上に「学力」に拘わらざるをえず、
学力をいかに確保するかは当初から真剣に考え
られていた。結果、いわゆる「安全第一を願う
もの即ち妥協に逃げこむもの」（『日本カリキュ
ラムの検討』）と批判されるものとなってしまっ
たといえる。
最終的に学カテストの影響でコア・カリキュ
ラムは根付かず、教師の主体性の発揮、児童の
学習意欲向上という課題解決は現在に及んでい
る。もちろん「何をもって学力とみなすか」、「総
合的な判断力、理解力は進んでいる」や、 「新
教育の功罪はこれだけで論ずることはできな
い」など、学力低下が即新教育の欠点であると
はいえないが、 1949年頃より新教育実施に対す
る様々な批判が教育界および一般社会において
高まって、 49~51年の新聞紙上を賑わした。近
畿の実験学校における研究の変遷をみると、全
国的基礎学力向上の動向のなか、 1950、51年を
境にして大体一様に学力評価と指導法の研究に
うつり、さらに52、53年から生活指導、性格形
成の研究に移行、明らかに軌道修正に入ったこ
とがみてとれる⑧゜
不登校・校内暴カ・学級崩壊など多くの課題
を抱え、今学校が問われている。そうした現状
を克服する手掛かりとして「総合学習」の新設
は、課題解決への一つの対処でもあり、そこで
現代の学校教育への示唆を汲み取ろうと「城内
小プラン」の検討を試みた。
〔註〕
① 例えば「震災体験を生かす防災教育のあり方を
求めて」「大阪教育大学紀要第V部門教科教育」第4
6巻第1号、平成9年8月、 「まちづくり総合学習
の構想」「愛知教育大学研究報告」 47(教育科学編）、
p 11 ~19、1998年がある。
② 「岸和田藩主のお城の内であったから城内校と
いい昔の風習が自然と滲み出て、学校の名誉とか
成績とかを大切にする校風が張っていた。校運の
隆盛は全職員相和の証であって常に積極果敢不動
の心情で、初一念を貫く無言の力を持っていた。
殊に勉強は入試を控えての予復習、昼夜無視の形
でいわゆる提灯学校の戯名をもらった程」。（「七十
周年記念誌J)
③ 近畿新教育実験学校協会参加校名は、京都学芸
大学付属桃山小学校・和歌山大学学芸学部付属小
学校・奈良女子大学文学部付属小学校・大津市中
央小学校・神戸大学教育学部付属住吉小学校• 福
井県今立郡惜陰小学校等。
④ 相互依存関係とは「 1、入と他の人との関係、
2、人間と自然環境との関係、 3、個人と社会制
度や施設との関係」、社会機能とは「 1、生命・財
産及び資源の保護・保全、 2、生産・分配・消費、
3、運輸・通信・交通・交際、 4、美的及び宗教
的欲求の表現、 5、教育、 6、厚生慰安、 7、政
治」である。（「小学校社会科学習指導要領補説」 1
948年）
⑤ クラプ活動 (1955年）は、交通・運動・新聞・
工作・模型・図画・習字・演劇・歌唱・器楽・音
遊・採集・料理・手芸・草花栽培• 生物飼育・気
象観測・岩石採集・社会見学・朝鮮語などと多彩
であった。
⑥ ニノ井所重郎「岸和田から長野へ鉄道をつけよ
う」「カリキュラム」第2号、 1949年6月、 26~29
頁。
⑦ 倉沢剛「コア・カリキュラムとは何か」「カリキ
ュラム」第2号、 1949年2月、 2~4頁。
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⑧ 
中央小学校 桃Il小学校 住吉小学校 和歌山小学校 城内小学校
22コミュニテ 新教育の研究 社会科教育 新教育のあり コミュニテ
ィスクール の実践 方 ィスクール
年の運営 の建設
23カリキュラ 給合教育計画 生活単元学 教育の全体計 教育課程の
ムの改造を 習 面 編成
年試みる
24新カリキュ 総合教育計画 生活単元学 教育計画の科 カリキュラ
ラムの実践 の改造 習の修正 学的正確さを ムの領成と
単元学習と基 期すため系列 その実践
年 礎学力 をたてる
25中心続合的 教育評価 新教科学習 学習指導と評 カリキュラ
カリキュラ のあり方 価 ムの改造
年ムの再検討 学力検査
26性格形成の 児童の生活経 新しい道徳 性格形成 教育課程改
問題 験 教育 造のための
学力基準表
年 の作成
27生活指導の 学習指導V)騎 人間形成 性格形成 学習の場に
問題 間題 おける性格
年 形成
28学級経営CT) 能力の再検討 生活を育て 学習態度の育 自主性の究
あり方 ていく学習 成 明
指導
年 自主性
「実験記録集」第一編～第七
社会科学と教育 1」
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